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研究倫理教育の受講について（通知） 
 
奈良教育大学では、「研究活動における不正行為への対応等に関するガイドライン」に基

づき、公正な研究の実施を図るため、本学に所属するすべての研究者に定期的に研究倫理教

育を実施する義務があることから、令和４年度より、「APRIN e ラーニングプログラム

（eAPRIN）」を用いた研究倫理教育を実施しています。 
 ついては、下記により APRIN e ラーニングプログラム（eAPRIN）を受講していただき

ますよう、よろしくお願いいたします。 
 

記 
 
１．実施形式 
一般財団法人公正研究推進協会（APRIN）が提供する「APRIN e ラーニングプログラム 

(eAPRIN)」を用います。 
ログインには学内認証システムアカウントを用います。また、初回ログインに必要な初期

ID・PW は別途自動送信メールで送信します（本日正午に配信）。 
 
２．コース選択について 
 以下の３つのコースを選択できます。 
①奈良教 研究者向け研究倫理教育（人文社会科学系）コース 
②奈良教 研究者向け研究倫理教育（理工系）コース 
③奈良教 人を対象とした研究コース 
 コース①もしくは②の受講は必須です。御自身の研究分野に合ったいずれかのコースを

選び、コース内のすべての単元を受講してください。 
 目安として、「人間の社会活動」を主に扱う分野はコース①、「実験や数学的手法」を扱う

分野はコース②が適当です。 
 コース③は、「人を対象とした研究」（教育学的、心理学的、医学的または生物学的研究等，

いわゆる人を直接研究対象とする研究。アンケート調査・インタビュー調査なども含まれる）

を実施する予定がある場合に受講してください。 
 
 
 



 

３．受講の流れ 
各単元を受講し、その後に進むテストで合格点に達すれば受講修了書が発行されます。

（PDF／紙での印刷可。データの保管は各自でお願いいたします。） 
 
４．受講期限（令和７年度） 
 令和７年７月３１日（木）まで 
なお、令和７年度科研費の新規採択課題及び継続課題の研究代表者の方、及び研究分担者

の方は 4 月 30 日迄に※１、令和８年度科研費に応募される方（研究分担者も含む）は、必

ず受講期限までに受講を完了してください。 
※１ 令和７年度科研費交付申請書、請求書は、期限迄に受講を完了されることを前提に

受理のうえ日本学術振興会に提出するものですのでご留意願います。 
※期限迄に受講完了が難しい場合は、事務担当までご相談ください。 

 
５．修了証の有効期間 
 受講が完了した場合に発行される修了証は、受講終了日から、受講終了日の３年後の年度

末まで有効となります。 
 令和７年度中に受講が完了した場合、令和１１年３月３１日まで有効です。 
※有効期間は、ガイドライン改正等により変更になる場合があります。 

 
６．設定されたコース以外の受講について 

設定されたコースの他にも eAPRIN に登録されたあらゆる単元を受講することが可能

です。御自身の研究分野の特性に合わせて、自由に単元を選択し受講してください。 
 
７．その他 
 未受講の場合は研究費の執行差し止めを行う場合があります。 
 
 
（以下参考：本学における受講対象者） 
 ア．大学教員（特任教員を含む） 

 イ．研究員 

 ウ．研究部員のうち、科研費研究分担者など、外部資金等に採択された研究課題の研究

の一部を担う者 

エ．その他本学の科研費応募資格を有し、科研費を受け入れているもしくは応募予定で 

ある者 

 
～～担当事務（問い合わせ先）～～ 
教育研究支援課 学術研究推進係 山本・岩井 
Tel:0742-27-9135 
Fax:0742-27-9147 
E-mail:g-kenkyu@nara-edu.ac.jp 



 奈良教育大学 研究者向け研究倫理教育のコース設定について 

① 奈良教 研究者向け研究倫理教育（人文社会科学系）コース【2025 年度】 
 ・公的研究費の取扱い 
 ・研究活動における不正行為 ☆ 
 ・人文学・社会科学分野における盗用 ☆ 
 ・共同研究とオーサーシップ 
 ・ピア・レビューと利益相反 
 ・人文学・社会科学分野における研究の質と研究公正性との関係 ☆ 
 ・人文学・社会科学の学問特性と研究不正 ☆ 
 ・大学等における安全保障輸出管理 ☆ 
② 奈良教 研究者向け研究倫理教育（理工系）コース【2025 年度】 
 ・公的研究費の取扱い 
 ・研究不正 ☆ 
 ・工学研究におけるデータの管理上の倫理問題 ☆ 
 ・理工学分野における利益相反 ☆ 
 ・責任あるオーサーシップ ☆ 
 ・理工学研究領域の論文発表とピア・レビュー 
 ・理工学分野における共同研究  
 ・研究者・技術者の社会的責任と告発 ☆ 
 ・大学等における安全保障輸出管理 ☆ 
③ 奈良教 人を対象とした研究コース【2025 年度】 
 ・人を対象とした研究ダイジェスト ☆ 
※☆マークのついている単元は、大学院１回生向けコースにも含まれています。 

コース①もしくは②の受講は必須です。御自身の研究分野に合ったいずれかのコースを
選び、コース内のすべての単元を受講してください。 
 目安として、「人間の社会活動」を主に扱う分野はコース①、「実験や数学的手法」を扱う
分野はコース②が適当です。 
 コース③は、「人を対象とした研究」（教育学的、心理学的、医学的または生物学的研究等，
いわゆる人を直接研究対象とする研究。アンケート調査・インタビュー調査なども含まれる）
を実施する予定がある場合に受講してください。 
 ※同様の研究倫理教育を大学院生にも実施しています。大学院１回生の指導教員は、指導
する院生からコース選択について相談があった場合はサポートをお願いします。大学院１
回生向けの単元はすべて、対応する研究者向けコースにも含まれています。次頁の大学院１
回生向けコース設定もご参照ください。 
 


